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d橋脚特異手恒例富山ホ時嬬�J�t�：｛�J,� ，

... 衆議院文教委員会の一行（右から3番目が伊藤委員長）

去 る 9 月 1 8 日 幽 ， 衆 議 院 文 教 委 員 会 委 員 長
伊藤公介氏 （自民党） 外 8 名の 衆議院文教委員 会 委員
の一行が， 富 山 大学を視察されま し た。

一行は， 去 る 9月 16 日 （水）～18 日 幽の 2泊3 日 の 日 程
で， 新潟 ・ 富 山 ・ 石Jll3 県を視察され， 国立大学 の 教
育研究 の 実情及 び 施設の 整備状況など学校教育にかか
わ る 4 項目につい て 調 査されたもの で， その 一環 で本
学を視察されたもの です。

当 日 は， 今回事務局長が構内 を案内 し た後， 黒 田 講
堂会議室にお い て ， 小黒学長， 各学部長， 教養部長，
附属図書館長， 学生部長 及 び事務局長 と 昼食を挟んで，
約 1 時間にわ たって 熱心に懇談が行わ れま し た。

第337号

懇談会では， 小黒学長から， 歓迎のあいさつがあっ
た後， 4年一貫教育を平成 5年度から実施に移すべく
鋭意検討 し て い る こ と なと、大学改革への 取組み状 況 を
説明 し ま し た。また， 各学部長から， それぞれ学 部 の
当面 し て い る 課題などが併せて説明されま し た。

企 歓迎のあいさつをする小黒学長

次 い で， 各文教委員から， 大学教育 の 実態 と 取組み
状況などにつ い て質問され る など大変有意義な懇談 会
と なりま し た。
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0。『聴いて・見て・触れてーおもしろ夢大学in TOYAMA ー』oO
予想を上回る入場者で好評を博す

� 小黒学長らのテープカットで始まったイベン ト

（地域共同研究セン ター前）

学校週5 日 制の 施行された去る 9月 12 日（土） ， 本学
地域共同研究 セ ン タ ー 及 び工学部を会場に， イ ベ ント
「 聴 い て ・ 見 て ・ 触 れ て ー お も し ろ 夢 大 学in
TOYAMA－」が開催 され， 企業 関 係者 ， 地域住民及
び 小 ・ 中 ・ 高校生など1,000名を超え る 入場者に本学
に お け る 自然系の 英知を集 めた研究状況を紹介 し ま し
た。（表紙写真参照）

この イベ ントは， 地域にお け る 大学 と 社会と の連携 ・
協力を推進す る ため の 在り方を探る こ と を目的 と し て
実施され， また， 学校週5 日 制の 実施に呼応 し て 地 元
小 ・ 中 ・ 高校生にも参加が呼 び 掛 け られたもの です。

当 日 は， 絶好の秋晴れに恵まれ， 午前 9 時小 黒 学長
ら 5 人 の テ ー プ カ ットに続 き ， 富 山 県立富 山商業 高 等
学校吹奏楽部によ るド リ ル演奏で開会の セ レ モ ニ ーを
行った後， 12会場の それそれの コ ーナー で， 学術講演，
企業関係者を対象 と し た研究相談， 研究紹介や各種の
実験 ・ 観察及 びパ ネル展示等が一斉に開始され， 親子
連れなど予想を上回 る 入場があり， 分 かり易く工 夫 し
て説明された最先端の 研究紹介等に目を見張って い ま
し た。
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紹介された主な研究 内 容は， 「超電導いま ・ みら い 」
，「液晶 の世界」 ， 「夢の 自動車ソー ラ ー カ ー 」 ， 円、
つでもみれる ミク ロ ， 原子 ・ 三 次 元の 世 界」，「 ワ ー
ク ス テーショ ンって お も し ろい 」， 「極低温の世界一
マイナス 200℃では伺が起 き る か－J， 「たの し い 化学
反応」 ， 「ひかりでみ る 生命の しくみJ， 「化学 と 環 境
水」 ， 「新 し いエ ネルギーを考え る 」， 「地磁気は気候
を変える か」など多彩でいずれも興味深 い テーマが取
り上げられま し た。

特に， マイナ ス 200℃の 液体 窒素にテ ニ ス ボー ル を
入れ， その ボ ー ルを取り出 し た時の不思議な世界を目
で実感 し た 「極低温の 世界」 や今話題の 夢の 自動車

さんさん

「ソー ラ ー カ ー “燦燦号”」の 原 理 と 体 験乗車コ ーナー
などは， 終 日 人 垣に固まれる など大学にお け る 教 育 研
究を知ってもらう絶好の 機会と なりま し た。

この たびの イベ ント開催は， 大変好評で， 学 校 週 5
日 制施行の はじ め て の 日 にも対応 し た有意義な 休 日 と
なりま し た。 また， 地域社会 と の 連 携 ・ 協力をより一
層推進 し ， 地域 に根ざ し た大学 と し て の 使命を再認識
させられたイベ ントでもありま し た。
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企 学術講演「超電導いま・みらい」に 熱弁 を奮う

田中靖三客員教授

報 第337号

... 最新の研究紹介とパネル展示コーナー

... 手造りソーラーカーに 試乗し，夢の 自動車に想いを

馳せる入場者

企 極低温（ー200℃）の世界では何が起きる か？ 企 ワークステーションっておもしろいll
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）国立能登青年の家を主会場にイ
。。外国人留学生と教職員が一泊見学旅行。。

一一一 合宿で一層の理解と交流が深まる 一一

企 百済石の 「てん刻Jに真剣に取り組む留学生

去 る 9月28日 （月） ・ 29 日 （刈の両 日 恒例の 「外 国 人 留学
生 と 教職員 と の 見学旅行を兼ねた懇談会」 が実施され
ま し た。

今年度は， 国立能登青年の 家を主会場に中国， マレ
イ シ ア 外 7ヶ 国 の 留学生及び外 国人研究 員70名が参加
し ま し た。ま た， 大学 側からは， 増田 学生部 長 をはじ
め 本学国 際交流委員会留学生部会委員 及び学生部 ・ 各
学部等の 留学生担当職員が参加 し ， 大 い に交流を深 め
ま し た。

... アルミ建材の 先端企業に目を見張る留学生
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国立能登青年の家では， 集団宿泊生活を通 し て規律
あ る 生活体験をす る と と もに， 研修 と し て百済石を使っ
た「てん刻 」に挑戦 し ， 思い思い の 印鑑作りに真剣に
取り組み ま し た。 ま た， 和気あ い あ い の 雰囲気が随所
に漂い， 合宿の 成果が出 ま し た。

さらに， 能登 の 「厳門」など厳 し い 自然を満喫す る
と と もに， 途中， 「欄三協ア ルミニ ウ ム 工業 」 と 「北
陸電力志賀原子力発電所 」を見学 し ， 我が国 の 先 端企
業にも触れ る こ と がで き ま し た。

1泊2 日 と 短い 見学旅行で し たが， 本学に在籍す る
外国人留学生 と 外国人研究 員が教職員 と の一層の 相互
理解を深め ， 留学生相互の交流を図る と し た初期 の 目
的を十分果 し た懇談会 ・ 見学会と なりま した。

... 教職員と打ち解けポーズをとる 留学生
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『外国人子女のための日本語教育Jが開催される．ゲ
一一 年々増加する外国人子女教育の今後の在り方を討議一一

... 富山市民プラザで開催された外国人子女教育

国際交流セミナー

去る 8月25 日 （火）外 国 人子女教 育 の 今後の 在り方を考
える 国際交流 セミナー「外国人子女のため の 日 本 語 教
育」が， 本学教養部 日 本語 ・ 日 本事情研究室 の 主 催 で
富山市民 プ ラ ザ 「 ア ンサンプル ホー ル 」にお い て 開 催
されま し た。

この セ ミ ナ ー は， 国際化の 進展に伴い ， 近年， 圏内
の 学校で第二言語 文は外国 語 と し て の 日 本語指導を必
要 と す る 外国人子女 （海外帰国子女， 中国帰国孤児子
女， インドシナ難民子女及 びその 他外国人の子女）が
年々 増加 し て おり， これらの 子女に対す る 日 本語 指導
が大 き な問題 と なって い る 現状 を踏まえて ， 学校 教 育
にお け る 外国 人子女教育の 今後を考える こと をテ ー マ
に開催されたもの です 。

午前 の 部 は， 主 催 者 の 本 学 教 養 部 藤 田 正春助 教 授
（担当学科目： 日 本語 ・ 日 本事情）から開 会の あ い さ
つ があり， 引 き 続 き ， 日 本語指導等の 実践に関 す る 研
究報告と し て ，

① 「外国 人子女教 育 の 現状 と 課題」
茨城県つくば市立吾妻小学校長 佐 々 木 光雄

② 「日本語学級に つい て」
群馬県邑楽郡大泉町立西小学校教頭 関 谷 岩夫

③ 「日系人子女に対す る 指導」
静岡県浜松市立泉小学校 講 師 ア ンナ ・ メー ロ

④ 「華僑子女に対す る 指導」
神戸中華同 文学校長 曽 健卿

以上， 圏内にお け る 先進的 な実践研究 の 4 事例が報
告され， その 指導体制， 指導方法及 び問題点等が大 き
くク ロ ー ズ ア ップされま し た。

午後からは， 午前 の 実践研究報告を踏まえて ， シン
ポ ジ ウ ム 「外国 人子女教育の現状 と 課題」がパネJレディ
スカ ッション形式で行わ れま し た。パ ネ ラ ー には， 国
際色豊かな 次 の 5 氏が登壇 し ， 藤 田 助教授 の司会で，
諸 外 国にお け る 外国人子女教育 の 実状 の 紹介を含め て
熱心な討議 ・ 意見交換が行わ れま し た。

ステ フ ァ ン ・ カ イザ ー ロ ン ドン大学研究課長
北村 房子 西町インタ ー ナシ ョ ナJレスクー ル元副校長
ア ル ド ・ ト リ ー ニ パビア 大学助教授
中島 和 子 ト ロ ント大学教授
中西 晃 目白学園女子短期 大学教授

この 国 際 セ ミナ ー は， 現在， 外国人子女が多 数在籍
す る 学校に対す る 国費によ る 教員加配が今年度から始
まったこ と ， また， 本年 8月文部省から外 国 人 子 女 の
ため の 日 本語教材 「にほんごをまなぼう」が刊行され，
その 指導の ため の講習会が開 催される など行政 的 施策
の動き が活発化 し て き て い る もの の， 緒につ い たばか
りの 外 国 人子女教育 の 今後を考える 上で， 大 き な成果
を得て 盛会裡に終了し ま し た。

... このたび， 文部省で作成された外国人児童生徒の

ための日本語指導教材「にほんごを まなぽう 」と

その指導書
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施されま し た。

戸崎千・

「情報空間 体 験講 座 一 遊びから創造へー 」 が 8月 1 0
日（月 ）～ 8月31 日（月 ）の 8 日 間， 富 山大学 教 育 学 部 附
属教育実践研究指導セ ンタ ー で． また， 「健康 ・ ス ポ ー
ツ 教室 」（ ジ ョ ギン グ ・ ラ ンニ ン グ コ ー ス ） が 8月 1 7
日（月 ）～ 9月 5 日（土）の 10 日 間， 空港ス ポ ー ツ 緑地 陸
上 競技場で， 同 じく， 「健康 ・ ス ポ ー ツ 教室」（硬式テ
ニ ス 初心者 コ ー ス ） が 8月 25 日（火）～ 8月 3 1 日（月 ） の
7 日 間， 富 山大学軟式テ ニ ス コ ー トで実施されま し た。

企 OH Pを使った山西教授の講義を熱心に聴く受講生

（情報空間体験講座一遊びから創造へ一）

企 山地教授にジ ョ ギ ン グ・ ラ ン ニ ン グの技法を

実践で学ぶ受講生

（健康ス ポーツ教室ジョギング・ランニングコース）

「情報空間 体 験講 座一遊びから創造へー」 に お い て
は， 熱心に 講 師 の講義を聴き， 実際 に コ ンピュー タ を
使って 体 験学習を行 いま し た。初め て コ ンビュー タ に
触れ る 人も多くと まどいがちで し たが， 講 師からの ア
ドバ イス を受け一生懸命取り組んで い る 姿 が大変印象
的 で し た。
「健康 ・ ス ポ ー ツ 教室」 に お い て は全 日 程に わ たり
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天候に恵まれ， ジ ョ ギング ・ ラ ンニ ングコ ー ス では，
ただ走 る だけ でなく楽 し み ながら走 る こ と を前提に 講
義され， また， 硬式テ ニ ス コ ー ス では， テニ ス の 基 本
や ゲー ム の 仕方を中心に講義があり， 受講生はその 講
義をも と に 実技 に 熱心に 取り組み， それぞれがス ポ ー
ツ に 対 し て の 認識を深 め たように 思わ れま し た。

どの 講 座 に お い ても受講生 に は， 生涯学 習への 意気
込みが感じ られ， また， 大学教育の一旦に触れて い た
だい たこ と に より， 印象深 く心に 残 る 伺かがあったも
の と 思わ れま し た。

また， 所定の 課程の%以上出 席 し た受講生 に は，
修 了証 書が渡されま し た。

一方， 「環 日 本海時代を考え る 」 は， 9 月 2 6 日 （土〉
～11月 7 日（土）までの 毎 土曜 日 （祝 日 は除く） に 開 催
され， 受講 生たちは講義に 熱心に耳を傾け て いま し た。
さらに ，「健康 ・ ス ポ ー ツ 教室J（硬式テニ ス 初級者 コ ー
ス ）は，12月21 日（月 ）～12月25 日（金） に 開講され， 本年
度実施 の公開講座 がすべて終了す る こ と に なります。

企 テニスラケットを持って北村助教授の指導を熱心に

聴く受講生 （健康スポーツ教室「硬式テニス初心者コース」）

企 「環日本海時代と国際交流」と題して， 中藤教授の

講義を熱心に聴く受講生 （講座「環日本海時代を考える 」）
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「経済学部長に吉原教授を3選I

一一任期は平成4年9月30日から2年間一一

吉原節夫現経済学部長の 任期 が， 平成 4年 9月29 日
で満了 し たこ と に伴い ， 経済学部教授 会は， 平成 4年
8月26 日 （水）次期学部長候補者 の 選挙を行い ま し た。 そ
の 結果， 吉原 節夫現学部長が再選されま し た。任期は，
平成 4年 9月 30 日 から2年間 。

吉原教授は， 昭和30年 3 月 富 山大学経済学部 卒業 ．
昭和32年 3 月九州大学 大学院法学研究科修士課程修了，
同年 4月 富 山大学経済学部助手 と なり， 昭和36年 4 月
同講師， 昭 和39年 4月間助教授 ， 昭和53年2月 同 教 授
に昇 任されま し た。この 間， 富 山大学評議員， さらに
昭和63年 9月 から経済学部長を併任され， 今日 に至っ
て い ま す 。専攻は物権法， 富山県出身。

なお， 吉原教授は， 3 期目に際 し て， 次 の ように抱
負を語って お られま す。

0 大学院経済学研究科修士課程も平成 4年度に完
成年度を迎えたが， 今後ま す ま す充実， 発 展 させ
fこし、。

0 富山大学施設整備の 長期 計画が早期に文部 省 の
了解を得られる よう協力 し ． 早く， 経済学 部 の 高
層建物が着工 で き る よう努力 し たい 。

0 平成 6年に経済学部が， 旧制高 岡高等商業 学 校
以来， 創立70周年を迎え る ため ， その 記念事業 実
施に努力 し たい。
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／平成4年8月30日（日）／
富山大学工学部燦燦号健闘グ

一一一 ソーラー力一ラリー ・ イン能登一一一

さんさん
A 大勢のギャラリーの見守る中スタートする 「燦燦号」

去 る 8月30 日 （日）能 登半島千 里浜を会場に， 「ソー ラ ー
カ ー ラ リ ー・ イ ン 能登」が開催され， この ラ リ ー に 本
学から初めて， 工学部ソ ー ラ ー カ ー 「燦燦号」が出場
し， 熱い闘い を繰り広げま し た。

本学工学部有志（富 山 工燦燦会） チ ー ム の「燦燦号」
は， 周 囲競技の限定ク ラ ス（太陽電池 800W以下・蓄
電地（鉛） 2 Kwh 以下）にエント リ ー し ま し た 。

今回が初の挑戦であ る 富 山 工燦燦会 チ ー ム は， 数ヶ
月 前 からスタッフ を組み， 連日電気教棟横の仮設ピッ

ト で製作に 汗を流 し ま し た 。大会の数週間前． ようや
くその素晴ら し い 雄 姿 を現 し ， 工学部周囲道路 に お い
て入念なテス ト ラン を続 け てい ま し た 。

大会当 日 は， 朝から青空の広がる 絶好の大会日和 と
なり， 約15万人もの観客が見守る 中， 砂浜 と ア ップ ダ
ウ ン が続く コ ー ス に ， 各 チ ー ム のソ ー ラ ー カ ー が挑み
ま し た。また， 多 々工学部長を先頭に 大応援団 （家族
連れ） も駆けつ け ， 大い に士気が高まりま し た 。 その
大声援を受け て 「燦燦号」は， ア クシ デ ン ト で リ タ イ
ヤす る ものも多 い中， ト ラ フ ．ルもなく快調 に最後まで
周 囲（5 時間で10周） を重ねま し た 。

さて， 気に な る 大会結果ですが， 初出場のハ ン デ ィ

をもの と もせず， 周囲競技限定ク ラ スでは14位（34チ ー
ム 参加・ 1 位は カ リ フ ォルニ ア 州 工科大学ポモナ校チー
ム ） ， 周囲競技総合 （自由ク ラ スを含む。 ） では23位
( 49チ ー ム 参加・ 1 位は ト ヨタ自動車 チ ー ム ） と 健 闘
し ま し た 。

企 トラブルもなく快調に周回する 「燦燦号」

nu
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ぷ嘩語（；養護さ養護妻子
ケンブリッジでの10ヶ月を振り返って

教養部助教授 鈴 木 孝 志

平成 3年度文部省長期在外研究員 と し て， 英国 ケン
ブ リ ッ ジ 大学 の ダ ー ウ ィ ン・コレ ジ に滞在 し ， 主 と し
て ケンブ リ ッ ジ大学図書館を中 心に現代英文学の調査，
研究を行い ま し た。この 英文学 と い う言葉には若干の
説明が必要か と 思い ま す。 と い い ま す の も， 私の 専門
と す る 作家は ジ ェイムズ・ ジ ョイス で， 今回 の調査，
研究は， ノー ベ ル文学賞詩人であ るW. B . イェ イツ
と ジ ェイムズ・ ジ ョイス と の 聞の 影響関 係， 通常 は極
め て 否定的に捉えられて い る この 現代英文学 の 生んだ
二大巨人 の 関 係を， 芸術創造活動上の積極的． 肯定的
な側面から位置づけ 直 し た い と い う目的でなされたも
の です。 問題は， 実はこの 二人 の 巨人は， 二人 と も英
国人 （ イング リ ッ シュ） ではなく， ア イル ランド人
（ ア イ リ ッ シュ） だ と い うこ と です 。 私が英 文学 と い
う言葉を使う と き には， 英国 （ 人 ） の 文学 と い う意味
ム 英語で 書かれた文学 と い うもう一 つ の 意味を込 め
て い る ， 或いは常 に意識 し て い る と い うこ と を理解 し
て い ただけ る と 思い ま す （この議論は， 果て し なく長
い議論へ と 続い て いくのですが， それは割愛）。 そこ
で少 し 事情に通じて い る 方は， 「どう し てダブ リ ンへ
行かずにケンブ リ ッ ジ に行くの です か」 と 尋ねられた
りす る の です が， 答えはいたって簡単， ケンブリソ ジ
大学 図書館や 英国国立図書館 の 方が， ダブリンの ト リ
ニテ ィ ・コレ ジ の 図書館や ア イルランド国立図 書館よ
りも私の 必要 と す る 資料に限って 言えば遥かに揃って
い る し ， ま た， 非常に効率よく仕事が出来 る と い うこ
と に尽 き ま す。

.... ケンブリッジ大学図書館遠景

今回は， 5年ぶりのケンブ リ ッ ジ 滞在であった の で
すが， コレ ジ の 重々 しく， ま た美 し い 建物 や 緑豊かな

環 境は変 わ りありま せ んで し たが， 英国経済の不振の 一

影響は， この静かな美 し い 町 をも確実に襲って い ま し
た。 職の な い 若者達が日 中 周辺の 村 や 町から集 ま って
き て ， 中心街で群れをな し て暇つ ぶ し を し て い る 姿 は，
5 年前には想像も出来な い こ と で し た。 物価もかなり
高くなって い て ， 酒税 と 煙草税は大幅に引 き 上げられ
て い ま し た。 ス コッ チは， 下手をす る と 日 本 の 安売り
店で買う方が安く買える し ， 煙草に至って は， 一箱五
百円以上 し ま す。 所得税を切り下げた分そちらを上げ
て い る ようですが， 特に煙草は， 低所得者層や 無職の
若者達の 少な い 楽 し み の 一つ になって い ま す から， 貧
し い 者にはダブJレパ ンチです。

私の 借りた家は， 町 の 中 心の す ぐそばにあ る 典型的
英国風二階建て長屋の一角で， 後ろには小さな庭が付
い て い ま し た。 町 の 中 心には近 い の ですが， 家 の あ る
通りは保存地区に指定されて い て， と ても静かで便利
な と ころで し た。 ヴィ クトリ ア ンの建物で， 百年以上
はゅうに経って い る の で し ょうが， そこは煉瓦作りの
家ですから， 外 見 の 古 め か し さ と はうって 変わって ．
中はセ ントラルヒーティ ングが完備 し て い ま す。 家具
は全て 揃って い て ． ベ ッ ドや 布団は勿論， テ レビから
電気洗濯機ま でありま す 。 これが英国式貸家の 特徴で
す。 ただし 家賃は私の 予想を遥かに超えて い ま し た
が， ケンブリ ッ ジ の 友人達に聞い てみても， そ の 家賃
( 1ヶ月 475 ポ ンド， それにサッ チャー 退陣の 一因と も
なった人頭税を18才以上の 居住者は， 各30 ポ ンド毎月
払わ なけ ればなりま せん。 この 税は， 1993年春に廃止
されま す 。 ） は， 現在では妥当なもの と の こと でした0・
ロンドンでは， 小さな一部屋が最低でも週百 ポ ンド以
上す る の が当たり前 と かで， 今は東京だけ が住み難い
町ではなくなったようです 。

今回 の 滞在で最も感じたこと の 一つ は， 日 本へ の 関
心の 高さです 。 5年前 の 比ではなく． かつ て は 日 本 か
ら外相が来英 し て い ても． 何 の ニュース にもならず，
後で 日 本 の新聞を読んだ日 本 人 の 友人から知らされた
り し たの です が， 今回は， 例えば海部首相が次 の 総裁
選に立候補 し な い と い うニュー ス は， 朝の B B Cがす
ぐに伝えて い ま し た し ， ジ ャパン・ フ ェス ティヴァjレ
に合わせ て か「 日 本， 言葉 と 人 々 」など と い うB BC 
の30分番組が土曜の 午後 6 時に組 ま れて い ま し た し ，
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怪 し げな 日 本料理の番組もありま し た 。大相撲が 日 本
で報道された ほど人 気を博 し たのかどうかは疑問です
が， 日 本人 から見れば大飯喰らい の 英 国人が力士の 食

．事の 量に 強烈に印象づ け られた の は確かなようです 。
先 日 の ブ ッシ ュ大統領の 演説で ク リ ントン候補を幾ら
でも歌う曲目を変える こと の 出来る 「カ ラ オ ケ 」 野郎
だ と け な し て い る 部分がありま し たが， 「カ ラ オ ケ 」
は今や 立派な英語， そ し て 日 本料理を食べ る こ と や箸
を使うこ と ， さらに は， 日 本語の ロ ー マ字綴を 日 本 流
に 読んでみせ る こ と などが， 中流階級では フ ァ ッ シ ョ
ナブ ルなこ と と 看倣されて い る ようで し た 。これも驚
きま し た。

企 ダーウィン ・ コレジの中庭にて（筆者）

英国 の 国力が低下 し てきて い る の は， 覆い隠せ な い
事実です 。特に ， 今問題と なって い ること の一つ に ホー
ム レ スの 増加があります。このこと は 5年前 に も取り
上げられて い た 問題ではあ る の です が， 当時はまだま
だごく限られた人々の 抱えて い る 問題だっ た の です。
それが， 今は無視できな い 数 の 人々が住む と ころもな
く家族ごと 収 容施設 に 入って い たり， そこにも入れな
い と 路上で暮ら し て い ます 。 5年前 に は， サッチ ャ 一
政権は民 有化政策で公営住宅を住民 に 払 い下げ， また，

u民有化事業の 株の 公募などで庶民に財産所有意識を持
た せ る こ と に 成功 し ， 総選挙 に 圧勝し た の ですが， そ
の 後の イ ンフ レ と 金利の 急上昇で ロ ー ンを払えな い 人
たちが続出し て し まった ら し い 。それ と 職が無い と い
うの も深刻です。若者が， 確た る 当ても無 し に 機会を
求め て ロ ン ド ンなどの 大都市へ集まってきて， 結局は，
路上生活者の 数を増や し て いきます 。 ロ ー ンが払えな
くなった 場 合 の 救済措置を政府と 住宅金融会社（これ
が庶民 の高金利の預金先 と なって い る 。） と で考えて
い ま し た が， 実際 の 効果はどうなって い る のか気 に か
かります 。 失業 問題からホーム レ ス 問題へと 明らかに，
問題の 質がー ラ ン ク 変化 し た と い わ ねばなりません。
それでも政権を奪えなかっ た と ころが労働党の苦 し さ
です。

報 第337号

欧 州 情 勢は緊迫 し て い ます。ユーゴ危機， 欧 州 統一
通貨， 欧 州 連邦結成 の 問題， それ と ソ連の崩壊 と ロ シ
ア の 経済危機 と 核管理， 東欧難民 の 流 入， イ タ リ ア の
マ フ ィ ア 問題での 混乱， ド イ ツ の 旧東 西住民感情 の 対
立 と 長期 ス ト 。連 日 の報道でほ と んど ア メ リ カ の 情 報
し か入ってこな い 日 本 と は， 随分 と 違った視点で世界
を見 る こ と に なります 。また ， 帰国 し て 改め て 日 本 の
ジ ャ ー ナ リ ズム の 目が圏内 にばかり向 け られて い る の
に あきれさせられま し た 。世界で何が起こって い よう
と 高校野球 と 統一協会の合 同 結婚式の 方が大事な話題
と い うの は理解に 苦 し みます。

仕事の こ と に 話を戻す と ， なん と 言って も大学図書
館 に つい て述べな け ればなりません。現在の蔵書数は，
聞 い て 来なかっ た の ですが， 5 年前 で200万冊， 英 国
内で出版され る 全て の 著作物は全て 献本されてきます
から， 現在 の 蔵書数は推 し て知 る べ し で， 新 し い 書 庫
が， 本館 の 裏側に 増設されたばかり と 言うの に さらに
大規模な 書庫の 増設工事が進行中で し た 。 ここの 図書
館 の 大きな特徴は， それら蔵書の 多くが開架方式で収
納されて い る こ と で， 自分 の 目的 の フ ロ ア で直接本 を
手 に し ， す ぐそばの 机で仕事が出来 る と いうことです。
勿論， 蔵書 デ ー タはコンピュー タに イ ンプ ッ ト されて
い て． 瞬時に 検索が可能です 。その ほかに も必要 と な
れば， 各 コ レ ジ や 学部， 学科の 図書館も利用でき る わ
け です。 日 本では， いくら参考文献が示されて い よう
と ， それは私た ちに と って は無い 物ねだり， 高嶺の花，
い や遠隔地の 温泉， 端っからあきらめ て孫引き， 時 に
はひ孫引きなどで済ませ て し まうこ と が多 い の ですが，
ここではそれら全て に 何の 苦労もなく目を通 すこと が
出来ます。そ し て ， 孫引き の 恐ろ し さを実感す る こ と
になります 。これは， 日 本人外国文学研究者に と って，
なかなか解決 の つかな い 問題なの ですが， 取り敢えず
今は， こう し て 心いくまで原典に 当た る こ と が出来 た
こと を喜び た い と 思い ます 。

筆者は， 平成 3年度文部省在外研究員 （長期（甲） ）
と し て ， 平成 3年 9月 26 日 から平成 4 年 7月 2 5 日
までの 間 「 ジ ェイ ム ズ・ ジ ョ イ ス 研 究」 の た め ，
ケ ンブ リ ッジ 大学（連合王国） 等へ外 国出張 され
ま し た 。
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国電』Q!J�
（政 令） （規 則）

。国家公務員等共済組合法施行令の一部 を 。計算証明規則の一部を改正す る 規則J （ 会
改正す る 政令（296) 9. 17 計検査院 4 ) 8. 21  

。人事院規則 9 ー 2 （俸給表の適用範囲）
（省 令） の一部を改正す る 人事院規則（人事院 9 -

。学校教員統計調査規則の一部を改正 す る 2 - 17) 9. 1 1  
省令（文部31) 8. 3 。人事院規則 9 - 5 （給与薄） の一部 を改

。旅券法施行規則の一部 を改正す る 省 令 正 す る 人事院規則（同 9 - 5 - 2 ) 9. 11  
（外務1 1 ) 8. 31 。人事院規則16- 0 （職員の災害補償） の

。国立学校設置法施行規則の一部を改正 す 一部を改正す る 人事院規則（同16 - 0 - 13) 9. 11 
る 省令（文部32) 9. 30 。人事院規則16- 3 （災害を受け た 職員の

。国立大学の学科及 び 課程並び に講座及 び 福祉施設） の一部を改正す る 人事院規則
学科目に 関 す る 省令の一部を改正 す る 雀 （同16- 3 - 16) 9. 11 
令（同 33) 9. 30 

。教育公務員特例法施行令第 1 条の規定に （告 示）
基づく大学院に置かれる 研究科の長を定 。平成 5年度科学研究費補助金の課題を公
め る 省令の一部を改正す る 省令（同34) 9. 30 募す る 件（文部96) 9. 4 

� � [!) 
平成4年度第2回廃液処理施設運営委員会（8月 4 日）

（議 題 ）
(1 ) 廃液処理施設運営委員会 委員長の選出に ついて
(2 )  平成 4年度運営予算に ついて
(3) その他

平成4年度第2回水素同位体機能研究セン ター運営委

員会（8月29日）

（審議事項）
(1 ) 平成 3年度運営費決 算書 に ついて
(2) 平成 4年度運営費予算書（案） に ついて
(3) 客員教授の選考に ついて
(4) その他

平成4年度第4回新教育課程実施委員会（9月7日）

（議 題 ）

(1 ) 教育改革に 関 す る 概算要求の状 況 について

(2 )  意向調査に ついて
(3) 新教育課程の編成 に ついて
(4) その他

平成4年度第6回附属図書館商議会（ 9月10 日 ）
（審議事項）

(1 ) 附属図書館自己点検評価委員会内規（案）に つい
て

平成4年度第7回評議会（9月11日）

（審議事項）
(1 ) 富 山大学自己点検評価規則の制定に ついて
(2) 富 山 大学教育学部附属学校規則の一部改正 に つ

いて
(3) 平成 4年度 9月卒業者の認定について
は） その他
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平成4年度第2回大学院委員会（9月11日）

〈審議事項 ）

(1） 平成 4 年 9 月 富 山 大学大学院人 文 科学研 究 科
（修士課程）修了者の認定に つ い て

(2) 平成 5年度富 山大学大学院人 文 科学研 究 科（修
士課程）学生募集 要項につい て

(3) 平成 5年度富 山 大学大学院理学研 究 科（修 士課
程）及 び工学研究 科（修士課程）入学試験合格者の
判定に つ い て

(4) その｛也

平成4年度第5国事務協議会（9月14日）

（議 題 ）

(1) 当面の諸 問題に つい て

平成4年度第1回自己点検評価委員会（9月21日）

（議 題 ）

(1) 今後の点検評価の進め 方等につい て
(2) その他

平成4年度第2回情報処理センター運営委員会（9月

21日）

（議 題 ）

(1) 平成 4年度予算（案） に つい て
(2) 富山大学高度情報 ネ ッ ト ワ ー ク専門委員会の設

置と 委員の推薦につい て
(3) イ ン ター ネ ッ ト 接続設備の要求につい て
(4) 平成 5年度からの情報処理科目の実施， 施設・

設備の拡充 と テキス ト 作成委員の委嘱につい て
(5) 情報処理セ ン タ ー 自己点検評価委員会内 規の制

定と 委員の委嘱 に つ い て
(6) 次期情報システ ム 導入日程 と 要求仕様作成委員，

技術審査委員の委嘱に つい て
(7) その他

平成4年度第4回 入学試験実施委員会（9月22日）

（審議事項）

(1) 入学試験実施委員会問題作成委員会委員に つ い
て

(2) 富 山大学健康診断判定基準（案） に つ い て
(3) 平成 5年度富 山大学学生募集 要項（案） につい て
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平成4年度第4回 入学試験委員会（ 9月22 日）
（審議事項 ）

(1) 平成 5年度富 山大学学生募集 要項（案） につい て
(2) 平成 6年度に お け る 入学者選抜第2 試験の実施

方式 ・ 日程等につい て

平成4年度第4回補導協議会（9月24日）

（審議事項 ）

(1) 平成 4年度体育系サー クJレリーダー研修会に つ
い て

(2) 体育部会規則の一部改正に つ い て
(3) 平成 4年度厚生補導研究会に つい て
(4) その他

平成4年度第8回評議会（臨時 ） （ 9月2 5日）
（審議事項）

(1) 教養部教官の移行に つい て
(2) 教育改革に 伴う実施整備の具体化を図る た め の

委員会の設置につい て
(3) その他

平成4年度第6回事務協議会（9月28日）

（議 題 ）

(1) 当面の諸 問題に つい て

平成4年度第3回放射性同位元素総合実験室運営委員

会（9月29日）

（議 題 ）

(1) 放射性 同位元素総合実験室自己点検評価委員会
内規（案） に つ い て

(2) その他

平成4年度第2回低温液化室運営委員会（9月30日）

（議 題 ）

(1） 富 山 大学低温液化室 自己点検評価委員会内 規
（案） に つ い て

(2) その他
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富 山 大 学 自 己点 検評価規 則の 制 定

富山大学自己点検評価規則の制定理由－ー－

大学設置基準 （回 和 31年文部省令第28号 ） 第 2 条及 び大学院設置基準 （昭和49年文部 省令第28号 ） 第 1 条の
2 の趣旨に 基づき， 本学 に お け る 教育研究活動等 に 関 し ， 自己点検及び評価を実施す る た め， 所要事項を定め る。

， 、 ，、 ’ー ‘ー守ー ー ーーー・ーー・・ー ー・ーーーーー ーーーーーーーーー－－ ー一一一一一ーーー ー・・ーーーー，..ーーー ー . . . . ..................ー ー ’ ー 令 ー ー ー ーーー－－－－－－－－－－－－ － － － － － － －  －－ーー ・・・・4・・ ーーーー－－－－－－－－－－－－－－ーーーーーー・ーー－－－ー ーーーー ーー守一一一ー一一一守ーーーーーーーーー ーー，..，ー守一ー・ ーーー· ＇’

富山大学自己点検評価規則を次のと おり制定す る 。
平成 4年 9月11 日

富山大学自己点検評価規則

（趣 旨）
第 1 条 この規則は， 富山大学 （以下「本学」と い う。）

の教育研究水準の向上を図り， かつ， 本学の目的 及
び社会的 使命を達成す る た め， 本学の教育研 究 活動
等の状 況 に つい て自ら行う点検及 び 評価 （以下 「点
検評価」 と いう。） に 関 し ． 必要な事項を定 め る も
の と す る 。

（全学委員会）
第 2 条 本 学 に ， 次 の各 号 に 掲げ る 事項を所 掌す る た

め ， 富 山大学自己点検評価委員会 （以下「全学委員
会」 と い う。） を置く。
(1) 本学に お け る 点検評価の基本方針及 び実施基準

等の策定 に 関 す る こ と 。
(2) 本学に お け る 点検評価の実施に 関 す る こと 。
(3) 本学 に お け る 自己評価の報告 書の作成及 び公表

に 関 す る こ と 。
( 4) その他点検評価に 関 す る こ と 。

（組 織）
第 3 条 全学 委員会は， 次の各号 に 掲げ る 者をもって

組織す る 。
(1 ) 学 長
(2) 各学部長及 び教養部長
(3) 各学部及 び教養部から選出された評議員 各 1 名
(4) 附属図書館長
(5) 学生部長
(6) 水素同 位体機能研究 セ ン タ ー 長
(7) 地域共同研究 セ ン タ ー 長

富山大学長 小 黒 千足

( 8) 保健管理セ ン タ 一 所 長
(9) 情報処理セ ン タ ー 長
。。 放射性同位元素総合実験室長
。1) 低温液化室長
。2) 廃液処理施設長
間 自然観察実習 セ ン タ ー 長
凶 事務局長

（委員長）
第 4 条 全学委員会に 委員長を置き， 学長をもって充

て る 。
2 委員長は． 全学委員会を招集 し ， その議長となる。
（議 事）

第 5 条 全学 委員会は， 委員の半数以上が出席 し な け
れば議事を聞き， 議決 す る こ と ができな い。

2 全学委員会の議事は， 出席委員の過半数をもって
決 し ， 可否同 数 の と きは， 議長の決 す る と ころに よ
る 。

（専門委員会）
第 6 条 全学 委員会に， 必要に 応じ て専門委員会を置

くこと ができ る 。
2 専門委員会委員は， 学長が委嘱す る 。
3 専門委員会に 関 し 必要な事項は， 全学 委員会が別

に 定め る 。
（実施部局）

第7条 点検評価を行う学部等 （以下 「実施部 局」と
い う。） は， 次 の と お り と す る 。
(1 ) 各学部 （各大学院研究科及 び専攻科を含む。）

Fhu
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(2) 教養部
(3) 附属図書館
(4) 水素同位体機能研究 セ ン タ ー
(5) 地域共 同研究 セ ン タ ー
(6) 保健管理 セ ン タ ー
(7) 情報処理 セ ン タ ー
(8 )  放射性 同位元素総合 実験室
(9) 低温液化室
ω） 廃液処理施設
。！） 自然観察実習セ ンタ ー

（部局委員 会 ）
第 8 条 実施部局に， 当該実施部 局の 点検評価を行う

た め， 実施部 局自己点検評価委員会 （以下「部 局委
員会」とい う。）を置く。

2 部局委員 会 に 関 し， 必要な事項は， 当該実施部 局
の長が定め る 。

（全学委員 会 の 点検評価事項等）
第 9 条 全学委員会 は， 次 の 各号 に 掲げ る 事項に つ い

て点検評価を行う。
(1) 本学の 教育理念・目標等に 関 す る こと。
(2) 学生の 受入れに 関す る こと。
(3) 学生生活への配慮に 関す る こと。
(4) 教育活動に 関 す る こと。
(5) 研究活動等に 関す る こと。
(6) 教員組織に 関 す る こと。
(7) 職員組織に 関 す る こと。
(8)  国 際交流 に 関 す る こと。
(9) 社会との連携に関す る こと。
加） 管理運営・ 財政 に 関 す る こと。
GI) 施設設備に 関 す る こと。
。2) 自己点検・評価体制に 関す る こと。
。3 その 他全学委員会が必要と認め る 事項

2 前項各号 に 掲げ る 事項に 係 る 具体 的な点検評価項
目 （以下「全学点検評価項目」という。）は， 全学
委員会が別に定め る 。

（部局委員 会 の 点検評価事項等）
第10条 部局委員会は， 次 の 各 号 に 掲げ る 事項 に つ い

て点検評価を行う。
(1) 当該実施部局教育理念・目標等に 関 す る こと。
(2) 前条第 l 項第 2 号から第12号 ま で に 掲げ る 事項

のうち当該実施部局に 係 る 事項
(3) その 他実施部局委員会が必要と認め る 事項

2 前項第 l 号及び第 2 号 に 掲げ る 事項に 係 る 点検評

報 第337号

価項目 （以下「部局点検評価項目」 とい う。） は，
前条第 2 項 に 定める もの の ほか， 部局委員 会が別 に
定め る 。

（点検評価の 実施）
第 11条 全学委員会及び部局委員会は， 毎年度点検評

価を行う。
2 全学委員会は， 全学点検評価項目の うちから， 当

該年度に 行う点検評価の 項目を定め る 。
3 部局委員 会 は， 部局点検評価項目のうちから， 当

該年度に 行う点検評価項目を定め る 。
（自己評価の報告書の作成及び公表）

第12条 全学委員会は， 点検評価の 結果を取りま とめ，
年次報告書として公表 す る 。

2 実施部局に 係 る 点検評価の 取りま とめ及び公表 に
つ い て は， 部 局委員会が別 に 定め る 。

（点検評価結果の 対応）
第13条 学長及び実施部局の 長は， 全学委員 会 及 び部

局委員 会が行った点検評価の 結果 に 基づ き ， 改 善が
必要と認められる もの に つ い て は， その 改善に 努 め
る 。

2 学長は， 全学 に 係 る 事項で， 関連す る 学 内 の 委員
会 に お い て 改善策を検討す る ことが適当と認められ
る もの に ついて は， 当該委員会 に付託す る 。

3 学長は， 実施部局に 係 る 事項で， 全学委員 会が行
った点検評価の 結果に基づ き ， 特に改善が必要と認
められ る もの に つ い て は， 当該実施部局の 長 に その
改善の 検討を求め る ことがで き る 。

（庶 務）
第14条 全学委員 会 の 庶務は， 庶務部庶務課に お い て

処理す る 。
（雑 則）

第15条 この 規則に 定め る もの の ほか， 点検評価に 関
し必要な事項は， 全学委員会が別 に 定め る 。

附 則
この 規則は， 平成 4年 9月 1 1 日 から施行す る 。
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富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項の制定

富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項の制定理由…一一－ー・ー

富山大学自己点検評価委員会に お い て専門の 事項を検討す る た め ， 富 山 大学自己点検評価規則第 6 条 に 基
づく専門委員会に つ い て の 必要な事項を定め る 。

富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項

（ 趣 旨）
第 l条 この 要項は， 富 山大学自己点検評価規則J （ 以

下「規則」 と いう。） 第 6 条第 3 項の 規定に基づ き ，
富 山大学自己点検評価委員会専門委員会 （以下「専
門委員会」 と い う。） の 組織及 び運営 に 関 し 必要な
事項を定め る もの と す る 。

（専門委員会）
第 2 条 富山大学自己点検評価委員会 （以下「全学委

員会」 と いう。） に， 点検評価 の 具体 的 な事項を処
理す る ため 次 の 各号 に 掲げ る 専門委員会を置く。
(1) 教育活動専門委員会
(2) 研究活動等専門委員会
(3)  管 理運営専門委員会

（専門委員会の 任務）
第 3 条 各専門委員会は覗 規則第 9 条第 1項に 規定す

る 点検評価事項の うち， 次 の 事項に かかる 専門的事
項に つ い て 分掌す る 。
(1) 教育活動専門委員会

① 本学の教育理念・目標等に 関 す る こ と 。
② 学生 の 受入れに 関 す る こ と 。
③ 学生生 活への 配慮に関 す る こ と 。
④ 教育活動に 関 す る こ と 。
⑤ 国際交流 に 関 す る こ と 。 （ 研 究 活動等 に関す

る こと を除く。）
(2) 研究 活動等専門委員会

① 研究活動等に 関 す る こ と 。
② 国 際交流に 関 す るこ と 。 （ 教 育 活動 に 関 す る

こ と を除く。）
③社会 と の連携に 関 す る こ と 。

( 3 )  管 理運営専門委員会
① 教員組織に 関 す る こ と 。
② 職員組織に 関 す る こ と 。
③ 管 理運営・財政 に 関 す る こ と 。
④ 施設設備に 関 す る こ と 。
⑤ 自己点検・評価体制に 関 す る こ と 。

2 各専門委員会は， 前項に 掲げ る もの の ほか， 全学
委員会に お い て 必要 と 認め る 事項にかかる 専門的 事
項に つ い て 分掌す る もの と す る 。

（組 織）
第 4 条 専門委員会は， 次 の 各号 に 掲げ る 委員 をもっ

て 組織し 第 2 条各号 に 掲げ る 専門委員会の い ず れ
かに 所属す る 。
(1) 規則第 3 条第 3 号 の 委員 （評議員）
(2) 規則第 3 条第 4 号 の 委員 （ 附属図書館長）
(3 )  規則第 3 条第 5 号 の 委員 （学生部長）
( 4) 規則第 3 条第14号 の 委員 （事務局長）
(5) 各学部長及 び教養部長から推薦された教官

各 3 名
2 各専門委員会の 構成は， 全学委員会が定め る 。

（任 期 ）
第 5 条 前条第 1 項第 5 号 の 委員 の 任期 は， 2年 と す

る 。ただし 欠員が生じ た 場合 の 後任の委員 の 任期
は， 前任者の 残任期間 と す る 。

（主査及 び副主査）
第 6 条 各専門委員会に 主査及 び副主査を置 き ， 第 4

条第 1項第 1 号 の 委員をもって充て る 。
2 主査は， 専門委員会を招集 し， その 議長 と な る 。

た だい 主査に事故 あ る と き は， 副主査がその 職務
を行う。

（定足 数 ）
第 7 条 専門委員会は， 委員 の 3 分 の 2 以上の 出席に

より成立す る 。
（意見 の聴取）

第 8 条 専門委員会が必要 と 認め た と き は， 委員以外
の 者の 出席 を求め ， 意見を聞くこ と がで き る 。

（庶 務）
第 9 条 専門委員会の 庶務は， 庶務部庶務課に お い て

処理す る 。
附 目lj

この 要項は， 平成 4年 9月21日 から実施す る 。
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富山大学自己点検・評価に関する検討委員会規則の廃止
,.., ... 富山大学自己点検・評価に関する検討委員会規則 を廃止する規則の制定理由ー

平成 4年 9月 11 日 付 け で富山大学自己点検評価規則が制定され， 自己点検及 び評価の 実施体制が整 い ， 委員

、会 の 任務が終了 し た た め廃止す る 。 ノ

富山大学自己点検・評価に関する検討委員会規則 を廃止する規則

富山 大学自己点検・評価 に 関 す る 検討委員会 規則J （平成 3年11月22 日 制定）は廃止す る 。
間 目I]

この 規則は， 平成 4年 9月 11 日 から施行す る 。

富山大学教育学部附属学校規則の一部改正
.···・ 富山大学教育学部附属学校規則の改正理由

平成 4年 3月2 3 日 付 け 文 初小第119号・ 文部事務次官通達に基づ き ， 附属小学校， 中 学 校 ， 養護学 校 及 び幼
稚園 に お い て ， 平成 4年度の 第 2 学 期から毎月 の 第 2 土曜 日 を休業 日 とす る 学校 週5 日 制を実施す る た め， 所
要事項を改め る 。

一一一一 ー一一一 一一一一一ー一一一一ー..一一一ーー守ー，...ーー‘・J・ーーーーーーーーー..ーー一白色一一ーーーー一一一一一 一一ー一一守一ー一 一ーーーーー・”

富山大学教育学部附属学校 規則の一部を改正す る 規則を 次 の とおり制定す る 。
平成 4年 9月11 日

富山大学長 小 黒 千足

富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則

富 山大学教育学部附属学校 規則 （昭和4 1年 1 月17 日制定） の 一部を次 の ように改正す る 。
第 6条中 第 7 号を第 8 号とし， 第 3 号から第 6 号 ま でを 1 号ず つ繰下げ， 第 2 号 の 次 に 次 の 1 号 を加える 。

(3) 毎月 の 第 2 土曜 日
附 買lj

この 規則は， 平成 4年 9月11 日 から施行す る 。

富山大学教育改革整備委員会規則の制定
.···· 富山大学教育改革整備委員会規則 の制定理由ー

教育改革の 実施に 必要な諸条件の 整備に 係 る 具体的な事項を審議 し ， 必要な実施計画 を策定す る た め， 所要
事項を定め る 。、、

富山大学教育改革整備委員会 規則j を 次 の とおり制定す る 。
平成4 年 9月25 日

富 山大学長 小 黒 千足

nnu
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富山大学教育改革整備委員会規則

（設 置）
第 1 条 富 山 大学 に 富 山大学教育改革整備委員会 （ 以

下 「委員会 」 という。） を置く。
（目 的 ）

第 2 条 委員 会は， 教育改革の 実施に 必要な諸条件の
整備に 係 る 具体的な事項を審議 し ， 必要な実施計画
を策定す る もの とす る 。

（組 織）
第 3 条 委員 会は， 各学部及び教 養部から選出 された

評議員 1名 を含む教 官各 2名 をもって 組織す る 。
（委 員 長）

第 4 条 委員 会 に 委員長を置き ， 委員 の 互選に よって
定め る 。

（定足 数 ）
第 5 条 委員 会は， 委員 の 3 分 の 2 以上の 出席 に より

成立す る 。

報 第337号

（専門委員 会 ）
第 6 条 委員 会 に ， 必要に 応じ て 専門委員 会を置くこ

とがで き る 。
2 専門委員 会 の 委員 は， 第 3条に 定める委員のほか，

専門委員会が必要と認め る 者若干名を加え る ことが
で き る 。

（ 庶 務）
第 7 条 委員 会 の 庶務は， 庶務部庶務課に おいて 処理

す る 。
附 則

1 この 規則は， 平成4 年 9月25 日 から施行す る 。
2 委員会は， その 任務が終了した と き 解散す る も の

とす る 。

富山大学大学教育改善検討委員会規則の廃止

富山大学大学教育改善検討委員会規則を廃止する規則の制定理由ー

富山大学大学教育改善検討委員会答申に基づき， 平成5年度から4 年一貫教育を実施 し ， 教養部を廃止す る こと
に伴い， 教育改革に必要な整備を行うた め， 平成4 年 9月25 日 富山大学教育改革整備委員 会 規則が制定された。こ
れにより， 富山大学大学教育改善検討委員会の 任務が終了し た ため廃止す る。

、可

、 、
・p・ーーー・ーーー...ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一 一一一一一一一.....一一 一 司F F可·－·－－·一一一一 . . . . . . . .』 ー 一ーーι..... ...，ι...ー ーーー・..

富山大学大学教育改善検討委員会規則を廃止する規則

富山大学大学教育改善検討委員会規則 （平成 3年5 月1 0 日制定） は廃止す る 。

間 則
この 規則は， 平成4 年 9月25日 から施行す る 。

� � 
元本学教授佐々木龍作氏は， 平成4 年 8月30 日 逝去 （ 享 年85才） されま したが， 同氏の 生前の 功績に 対 し ， 同 日

付 け で正四位に 叙されま し た 。
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本学チームが優勝と次勝．グ
平成4年度全国公務員レクリエーション共同行事富山地区ソフトボール大会

本

平成 4年度全国公務員 レ ク リエー ション 共同行事富
山地 区ソ フ ト ボ ー ル大会が， 9月 2 日 （水）常願寺川
公園野球 場に おい て開催されました。

今大会 に は， 1 4機関から1 6チー ム の 参加があり，
学からはA, B, C の 3 チ ー ム が参加 しま した 。

本学チー ム は， よく健闘し． 決勝戦はA チ ー ム とB
チ ー ム の 対戦となり， B チー ム が優勝しま した 。

なお， 大会結果は次 の とお りでした 。

富山大学B チ ー ム
富 山大学A チ ー ム
富山刑務所
富 山医科薬科大学B チー ム

勝
勝

位

優
次
三

残暑の 中 熱戦を繰り広げ る 本学 チ ー ム• 
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｜平成4年度文部省富山地区共同事業体育大会｜

平成 4年度文部省富山地区共同事業体育大会 （ ボ ー
リン グ大会 ） が， 去る 9月5 日（土）立 山 グ ラン ドボ ー
ル に お いて開催されま した 。

当 日 は， 富 山 県内 6機関がボ ー リン グ に 熱戦を繰り
広げ， さわ や かな汗を流 しま した 。

予選 リ ー グでは， A ～D ゾ ーン の 4 つ のゾ ーン 各 4
チ ー ム に 分かれ， 本学からは各ゾ ーン 1 チ ー ム ず つ計
4 チ ー ム が参加 しま した。決勝 リ ー グへは富大 D チ ー
ム が出 ま した が． 惜しくも入賞はなりま せんでした 。

なお， 大会結果は， 優勝は富 山 医科薬科大学A チ ー
ム ， 次勝は富 山 医科薬科大学 C チ ー ム でした。

企 文部省関係県内6機関の代表が出場し，

熱戦 を繰り広げたボーリング大 会

学内レクリエーション

く庭 球 大 会＞

本学 レ ク リ エ ーション 委員会 体育部会庭球 班主催，
文部省共済組合富山大学支部共 済 に よる 平成 4年度学
内 硬式テ ニス大会が， 去る 9月 19日 （土）本学庭球 場に
お いて 実施されま した 。

大 会は， 完全週休二 日 制実施後， 初め て土曜 日 の 開
催 と なり ま したが， 約60名 の参加者を得て， 男子 8 チ ー
ム （部局対抗 の ダブ ル ス による 団体 戦） 及び女子 6 チ ー
ム （ ダ フソレス に よる 個人戦） に より行わ れ， 成績は 次
の と お りでした。

0 男子 （ 団体 戦）
優勝 教養部
次勝 人文学部・附属図 書館

0 女 子 （ 個人戦）
優勝 長崎 （教 ） ・沢崎 （ 図） ペア
次勝 奥 田 （ 教 ） ・三浦 （ 教 ） ペア

く釣 大 会＞

本学 レ ク リ エ ーション 委員会 娯楽部会 釣班 ， 文 部 省
共済組合富山大学支部共済 に よ る 平成 4年度学 内 釣大
会が， 去る 9月1 9 日 （土） 午後 l 時30分から富 山 新港東
防波堤に お いて 実施されま した。

大会は， 16名 の参加者により行わ れ， 成績は次 の と お

A 平成4年度学内庭球大会

りでした 。
（入 賞者）

一位 田 中 祥男 （教育学部 ）
二位 植吉 和 政 （ 経 理 部 ）
三位 竹下 義美 （教育学部 ）

21-
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外 国 出 張 人 文 学 部 助教授

理 学 部 助教授

教 育 学 部 教 授

経 済 学 部 教 授

理 学 部 教 授

経 済 学 部 助教授

工 学 部 助 手

人 文 学 部 助教授

教 養 部 教 授

，， 助教授

海 外 研 修 経 済 学 部 助教授

理 学 部 助教授

教 養 部 教 授

経 済 学 部 教 授

経 済 学 部 教 授

教 育 学 部 教 授

教 養 部 助教授

- 22 ー

命誌寸ー 報

�＠）ミ）�＠）
氏 名 渡 航 先 の 国

水内 俊雄 ド イ 、ソ

岡部 俊夫 ア メ リ カ 合 衆 国

野村 昇 中 国

ア メ リ カ 合 衆 国飯田 剛史 カ ナ ダ

鈴木 正昭 ア メ リ カ 合 衆 国

伊藤 良弘 大 韓 民 国

佐々 木基文 シ ン ガ ポ － ）レ

ベ ルギ ー， ケ ニ ア ，末原 達郎 タ ンザニア， イ タ リ ア
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古田 俊吉 大 韓 民 国
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溝 口 常俊 ア メ リ カ 合衆国
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期 間
4 .  8 .  14 

4 .  9 .  26 
4 .  8 .  15 

4 .  8 .  23 
4 .  8 .  20 

4 .  9 .  19 
4 .  8 .  31 

4 .  10. 15 
4 .  9 .  1 

4 .  10. 31 
4 .  9 .  3 

4 .  9 .  8 
4 .  9 .  14 

4 .  9 .  19 
4 .  9 .  18 

4 .  10. 11 
4 .  9 .  23 

4 .  10. 7 

，， 

4 .  8 .  2 

4 .  8 .  13 
4 .  8 .  9 

4 .  8 .  25 
4 .  8 .  14 

4 .  9 .  1 
4 .  8 .  17 

4 .  8 .  31 
4 .  8 .  22 

4 .  8 .  29 
4 .  8 .  22 

4 .  8 .  29 
4 .  8 .  25 

5 .  8 .  9 
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渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 の 国 目 的 期 間

弦 理 論 の 代 数 幾 何 学 的 4 .  9 .  1 
海 外 研 修 理 学 部 助教授 細野 dヌEミ3ハ ア メ リ カ 合 衆 国 側面の研究 5 .  8 .  31 

4 .  9 .  3 
工 学 部 講 師 小出 真路 ド イ ツ I A  U 国際会議出席， 他

4 .  9 .  18  

ド イ ツ ， オ ラ ン ダ， 欧
見学

州 各 国 の 教 材 収 集 と 学 校 4 .  9 .  4 
教 育 学 部 教 授 栗原 幹夫 ベ ル ギ ー の た め 4 .  10. 1 1  

フ ァ イ ン ケ ミ ス ト リ ー と 1
ポ
幾能

ジ
性ウ 4 .  9 .  6 

教 育 学 部 教 授 竹内 茂輔 中 国 高分子
出席

に
，
関す

究
る 国

発
際

表シ
ン

ム に 研 ， 他 4 .  9 .  19 

工 学 部 教 授 島崎長一郎 II ，， ，， 

中 世 ヨ ー ロ ッ パ 1 9 9 2 4 .  9 .  18  
人 文 学 部 助教授 前川 要 連 'El- 主 国 ヨ ー ロ ッ パ 中 世考古学会議 に

出席 他 4 .  9 .  28 

資中世料の
フ

調
ィ 査レ ・

ン
研
ツ

究
ェ 史 に 関 す る 4 .  9 .  19  

教 育 学 部 講 師 徳楕 日程 イ タ ア
4 .  10. 13  

オ ラ ン ダ 王 国 ，
「の

日
研蘭究

英
に

国
関花す

き
る球資根料産収

業
集J 

4 .  9 .  22 
経 済 学 部 助教授 新里 泰孝 連 合 王 国 ，

ア メ リ カ 合 衆 国 4 .  10. 16  

也［！）［！）�
〈新任者住所〉

教育学部
文 部 技 官 河 岸 宏 和
（ 生 物 学 ）

〈住所変更〉
教育学部附属中学校

教 諭 岩 田 万里子
（保健体育 ）

工 学 部
助 手 田 原

（知識情報工学）
稔

志広恒一茂授
）子

部
教
営

学

怪

済
助
（

経

教 養 部
助 教 授 伊 藤 美重子
（ 中 国 語 ）

工 学 部
教 授 松 本 幸 生

（制御 システム工学）

甫昭商品神授
）語

部

i

養
教
ι

教
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－一＝ロ 報

富山大学名 誉教授 佐 々 木 龍 作 氏 逝去

本 学 名 誉 教 授 佐 々

木龍作氏が， 平成 4 年

8 月 30 日 ， 心肺機能不

全 の た め 逝 去 さ れ ま

し た 。 享年85歳 。

同 氏 は ， 昭 和 6 年 3

月 京 都 帝 国 大 学 文 学

部 史 学 科 を 卒業後， 同

年 4 月 富 山 県 師 範 学

校 教 諭 心 得 兼 富 山 県

立 実 業 補 習 学 校 教 員

養 成所教諭心得， 同 年 6 月 富 山 県 師 範学校教諭 兼 富

山 県立実業補習学校教員養成所教諭， 同 8 年 8 月 富

山 女 子 師範学校教授嘱託． 同 年 1 1 月 富 山 県師 範 学 校

舎 監兼任， 同 1 1年 3 月 富 山 県立青年学校教員 養 成 所

教諭 に 兼任， 同 17年 1 月 富 山 高等学校講 師 を 嘱 託 ，

周 年 9 月 富 山 県 師範学校教諭， 同 18年 4 月 富 山 県 師

範学校 の 官立移管 に 伴 い 富 山 師範学校教授， 同 24年

5 月 法律第 150号 に よ り 同 校 が 富 山 大 学 に 包 括 さ れ

た こ と に 伴 い ， 同 年富 山大学助教授 を経て 同33年 8

月 富 山 大学教授 と な り ， 同 48年 4 月 停年退官 さ れ ま

し た 。

ま た ． 退官後 も 引 き 続 き 聖徳学園聖徳女子 短 期 大

学及 び同 学園岐阜教育大学教授 に就任 し ． 同50年 3

月 聖徳学園 を退職後， 同年 4 月 北 陸大学教授 に 就 任

し ， 同 53年 3 月 同 大 学 を 退職 さ れ ま し た 。

同 氏 は， 富 山 師範学校並 び に 同 行 を 包 括 し た 富 山

大学教育学部 に お い て42年間 の 永 き に わ た り 歴 史 学

並 び に 歴史学教育法を講 じ ら れ る と と も に ， 熱 意 を

持 っ て 日 々 直接学生 の 教育指導 に 当 た り ， 優秀 な 人

材 を 養 成 し て教育界 を は じ め 各方面へ輩出 さ れ ま し

fこ 。
こ の 間郷土研 究 の た め ， 富 山 史 学 会， 越 中 郷 土 研

究 会 を 創設 し て 会長 と し て 会 員 の 指導 に 当 た ら れ，

今 日 越 中 史 壇 会 の 主 要 メ ン バ ー と し て 地方 史研究に

成果 を あ げて い る 研究者の 多 く を育て ら れ た ま し た 。

こ の 間富山大学在職 中 ， 昭和36年 9 月 か ら 昭 和 40

年 9 月 ま で 2 期 に わ た り 富 山 大学学生部長を併任 し，

学生の厚生補導 に お け る 統話的 な 役割 を 充分 に 果 た

し ， 学生指導 に 尽力 さ れ ま し た 。 ま た ， 周 年 1 2 月 か

ら 同45年 3 月 ま で富 山大学教育学部 附 属 小学校 長 及

び 同 幼稚園長 を 併任 し ， 附属学校園の 管理運営 に 努

め る と と も に ， 附 属 小 学 校 及 び 附 属 幼 稚 園 の 新 校

（ 園 ） 舎 を竣工 さ せ る な ど ， 同 校 ・ 園 の 発 展 に 多 大

な貢献 を さ れ ま し た 。

ま た ， 富 山 大学一般教育委員会委員， 同 補 導 協 議

会委員， 同 認定講習委員会委員等学生 の 教育及 び 厚

生補導 に 関す る 全学的委員 会 の 委員 を勤 め て 中 心 的

な 役割 を 果 た し ， 大学全 体 の 運営 及 び発展 に 寄 与 さ

れ ま し た 。 さ ら に 昭和28年， 同 30年， 同 39年 の 3 回

に わ た り 文部省 の 教科 用 図書検定調査審議会 の 調 査

員 に 併任 さ れ． 教 科 用 図 書検定調 査 に も 尽力 さ れ ま

し た 。

同 氏 の 研究功績 と し て は ， 同 氏 の 本来 の 専攻 で あ

る 西洋近代史 の 分 野 で は ， 「 民 族 」 の 歴 史 的 本 質 を

究明 す る 立場 か ら ， 「 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 の 概 念 を 通

じ て 西洋近代 史解明 の 一方 法 を 提案 し た こ と ， 教 員

養成機関 に 長年奉職 し ， 歴 史 学 の 講 義 を 行 っ て い た

こ と か ら ， 歴 史 学 と 歴史教育 と の 緊密 な 関 係 を 分 析

解明 し ， か っ 児童， 生徒の 歴史意識 の調査 を 通 じ て

歴史教育 の 可 能年齢を解明 し た こ と ， ま た 一方， 郷

土研 究 に 関 し て お 国 自 慢的 な 郷土研究 を 民族学的 手

法な ど に よ っ て 学 問 的 研究 に 高 め る 先駆 的 役割 を 果

た し た こ と 等 が あ げ ら れ ま す 。

こ れ ら の 功績 に よ り ， 昭 和 48年4月 富 山 大 学 名 誉

教授 の 称 号 を 授与 さ れ， 次 い で ， 同 53年4月 勲三等

旭 日 中綬章 を受章 さ れ ま し た 。

こ こ に ， 同 氏 の御功績を偲 び顕彰す る と と も に ，

御冥福 を 祈 り ， 謹ん で哀悼の意 を 表 し ま す 。
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本 部

8 月 3 日 部 課長 会議

4 日 第 2 回廃液処理施設運営委員会

6 日 第 7 回新教育課程実施委員会作業部会

10～31 日 富 山大学公 開講座 「情報空間体験講座」

17 日 富 山大学公 開講座 「健康 ・ ス ポ ー ツ 教室」

（ ジ ョ キ ン グ ・ ラ ン ニ ン グ コ ー ス ） ( 9 /5 ま で）

20～21 日 第25回東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区経理系部長会議

（於 ： 名 古屋工業大学 ）

25 日 平 成 5 年度入学者選抜大学入試 セ ン タ ー

試験入試担 当 者連絡協議会

（於 ： 岐阜 キ ャ ッ ス lレ ホ テ ノレ ）

25～26 日 留学生の受入 れ対策 に 関 す る 行政監察

25～31 日 平 成 4 年度公開講座 「健康 ・ ス ポ ー ッ 教室」

（硬式 テ ニ ス コ ー ス ）

26 日 第 8 回新教育課程実施委員会作業部会

27 日 第 2 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集委員会

9 月 2 日 平 成 4 年度全国公務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン

共 同 事業富山地 区 ソ フ ト ボ ー ル大会

（於 ： 常願寺川 公 園 ）

2 ～ 3 日 固有財産実態調査

4 日 部課長会議

7 日 消 防立入検査

第 9 回新教育課程実 施委員会作業部会

第 4 回 新教育課程実施委員会

8 ～ 10 日 第 1 回 （平成 4 年度 ） 北陸地区国 立 学 校 技

術職員 （教室 系 ） 研 修 （於 ： 金 沢 大 学 ， 辰

口 共同研修 セ ン タ ー ）

10 日 第 5 回部局長懇談会

1 1 日 第 7 回評議会

第 2 回 大学院委員会

12 日 大 学 の 地域 に お け る 社会的連携 ・ 協 力 推 進

の た め の イ ベ ン ト 「聴 い て ・ 見 て ・ 触 れ て

ー お も し ろ 夢大学 in TOYAMA － 」

14 日 第 5 回事務協議会

16～18日 平 成 4 年度留学生担 当者研修会

（於 ： 国 立 中 央青年 の 家 ）

第 1 団 体育部会

17 日 東海北陸地区管理事務協議会 （於 ： 静岡大学）

18日 東海北陸地区国立学校等庶務部課長会議

（於 ： 静岡大学）

衆議院文教委員会委 員 の 視察

19日 平成 4 年度学内硬式庭球大会 （於 ： 富 山 大

学軟式庭球場）

平成 4 年度学内釣大会 （於 ： 富山新 港 東 防

波堤）

21 日 第 1 回 自 己点検評価委員会

第 2 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会

第43回文部省会計事務特別研修 ( 1 0 / 9 ま

で ）

第 10回新教育課程実施委員会作業部会

22 日 第 4 回入学試験実施委員会

第 4 回 入学試験委員会

24 日 第 3 回国際交流委 員会学術交流部会

第 4 回補導協議会

25 日 第 8 回評議会 （臨時 ）

第 6 回部局長懇談会

26 日 富 山 大学公開講座 「環 日 本海時代を考え る 」

( 1 1/ 7 ま で ）

28 日 第 6 回事務協議会

28～30 日 第 1 回 （平成 4 年度 ） 富 山 地 区 国 立 学 校 技

術職員研修

平成 4 年度富山 地区国立学校事務電算化 要

員養成研修会 ( 10/ 2 ま で ）

28～29 日 外国人留学生 と の 懇談会 （於 ： 国 立 能 登 青

年 の 家 ）

29 日 第 3 回放射性同位元素総合実験室運営委員会

30 日 部課長会議

第 2 回 低温液化室運営委員会

第 5 回入学者選抜方法研究委員会専門委 員
止h:z:;;; 

体育系 サ ー ク ル リ ー ダ ー 研修 会 （於 ： 山 野

ス ポ ー ツ セ ン タ ー ） ( 10/ 2 ま で ）

9 月 1 日 学部防火管理定期査察

2 日 時間割担 当 者会 議

学部教務委員会
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3 日 学部入学者選抜方法検討委員 会

係長会議

7 日 人文科学研究科教務等検討委 員会

9 日 教授会

教授会 （ 人事 ）

研究科委 員会

14 日 前学期授業終了

16日 係長会議

17日 係長会議

24 日 教授会

教授会 （人事 ）

研究科委員会

8 月 7 日 カ リ キ ュ ラ ム 委員会

25 日 間属学校運営協議会 （持回 り ）

29 日 附属 小学校第 2 学期始業式

31 日 附属 中 学校第 2 学期始業式

附属養護学校第 2 学期始業式

9 月 1 日 学部補導委員会

附属 幼稚園第 2 学期始業式

l ～ 3 日 教員養成実地指導 （事前指導）

3 日 教育実習運営協議会

7 日 学部補導委員会

8 日 入学者選抜方法検討委員会

人事教授会

9 日 学部教務 ・ 補導 合同委員会

学部教務委員会

教授会

17日 学部教務 ・ 補導合同委員会

21 日 予算委員会

入学者選抜方法検討委員会

24～25 日 平成 4 年度北陸地区教員 養 成学部事 務 長 協

議会 （於 ： 富山大学）

29 日 大学院設置準備委員会

30 日 学位記授与式

｜ 経 済 学 部 ｜
8 月 26 日 経済学部長候補者選挙

教授会

28 日 係長会議

報 第337号

31 日 日 本海経済研究所運営委員会

財務委員会

9 月 1 日 授業再開 （経済学部， 大学院経済 学 研 究 科

と も 〉

2 日 学部教務委員会

学部入学方法検討委員会

人事教授会

教授会

日 本海経済研究所公 開講演会

4 日 学部教育改善検討委員会

7 日 経済学部前学期授業終了

9 日 大学院経済学研究科委員会小委員会

大学院経済学研究科委員 会

14 日 大学院経済学研究科前学期授業終了

16日 係長会議

各 種 委 員選考委員会

学部教務委員会 （持 ち 回 り ）

24 日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

25 日 係長会議

28 日 学部将来構想検討委員 会

財務委員会

コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会

学部施設整備委員会

日 本 海経済研究所運営委員会

学部等図書委員会

係長会議

30 日 平成 5 年度大学院経済学研究科 （修士課程）

入学試験経済学部学位記授与式

｜ 理 学 部 ｜
9 月 1 日 学部防火管理定期査察

2 日 大学院構想推進委員会

3 ～ 4 日 大学院理学研究科 （修士課程） 入学者選 抜

試験

3 日 係長会議

8 日 学部 入試改善委 員会

9 日 教授会

研究科委員会

人事教授会

1 1 日 大学院理学研究科 （修士課程） 合格者発表
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14日 大学 院構想推進委員会教務部会

前学期授業終了

16日 係長会議

1 7 日 係長会議

22 日 人事教授会

28 日 大学院構想推進委員会教務部会

29 日 学部動物実験委員会 （持回 り ）

｜ 工 学 部 ｜
8 月 4 日 博士課程設置準備委員 会

技官連絡会

1 1 日 技官連絡会

26 日 第 四回 北 陸 三 大 学 工 学 部 ス ポ ー ツ 交 歓 会

（於 ： 富 山大 学 ）

28 日 学部拡大教務委員会

9 月 7 日 学部教務委員会

消 防署立入検査

8 日 学部入学試験検討委員会

係 長連絡会

8 ～ 10日 第 1 回北陸地区国立学校技術職員 （教室系）

研 修 （於 ： 金沢大学〕

9 日 教授会

工学研究科委員会

専任教授会

12 日 大学 と 地域 と の連携協力推進 イ ベ ン ト 「聴

い て， 見 て ， 触 れ て ー お も し ろ 夢 大 学 in

TOYAMA － 」

16日 教授会

17 日 共通機器運営委員会

22 日 前学期授業終了

28 日 第 1 回富 山地区国立学校技術職員研修

30 日 博士課程設置準備委員会

｜ 教 養 部 ｜
9 月 4 日 内地 ・ 在外研究員 に 関す る 委員会

7 日 富 山 消 防署立入検査

前学期授業終了

8 日 将来計画委員会

9 日 人事教授会

教授会

1 1 日 前学期末試験開始

報 第337号

14日 動物実験委員会

25 日 前学期末試験終了

29 日 将来計画委員会 ・ 教務委員会合 同委員会

30 日 補導委員会

人事教授会

教授会

｜ 附属図書館 ｜ 
8 月 20～ 平 成 4 年 度 東 海 北 陸 地 区 著 作 権 セ ミ ナ ー

21 日 （於 ： 富 山 県 中 小企業研修 セ ン タ ー ）

25 日 係長連絡会

9 月 8 日 係長連絡会

10 日 第 6 回 附 属 図 書 館商議会

16日 係長連絡会

富 山市立図書館協議会 （於 ： 富 山 市 立 図 書

館 ）

21 日 平成 4 年度総合 目 録 デ ー タ ベ ー ス 実務 研 修

（於 ： 学術情報 セ ン タ ー ） ( 10月 1 6 固 ま で ）

｜ 水素同位体機能研究センター ｜
8 月 3 日 第 2 回水素 同 位 体機能研究 セ ン タ ー 運 営 委

員 会

8 月 12 日 第 3 回水素同 位体機能研究 セ ン タ ー 運 営 委

員 会 （持 ち 回 り ）

9 月 1 日 人文学部， 理学部， 教養部， 及 ひ’水 素 同 住

体機能研究 セ ン タ ー 防火管理 内規 に 基 づ く

定期検査

7 日 富 山 消 防署査察

24 日 R 1 施設定期検査

29日 平成 4 年度第 4 回水素同位体機能研究 セ ン

タ ー 運営委員会

地域共同研究センター
8 月 3 ～

6 日 産学研究実践講座新素材 A コ ー ス

24～27 日 産学研究実践講座新素材 B コ ー ス

24～27 日 先端技術研修 メ カ ト ロ コ ー ス

9 月 3 日 先端技術研修 情報処理 コ ー ス

9 日 大学院生教育講座

12 日 大学 と 地域 と の 連携協力推進 イ ベ ン ト 「聴

い て， 見て， 触 れ て ー お も し ろ 夢 大 学 in

Fhd
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TOYAMA － 」
18日 技 術 セ ミ ナ ー

24 日 経営者研究者交流会第 2 回実行委員会

30 日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け は、 の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 （代）
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